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以下，

　　　　 �4 ：第���四分位数，0：中央値， �4 ：第���四分位数

とする。

� 
�　���個が��，��個が�����の観測値をもつデータを考える。

　このとき，

　　　　　 �4 ， �4 �はともに���である

　一方

　　　　　平均値は���よりも大きな値をとる

　ため���は誤り。

　また，

　　　　　0�も���

　であり，

　　　　　0「より」も小さい観測値は存在しない

　ため���は誤り。

　　次に，���個がすべて���の観測値をもつデータを考える。

　このとき，

　　　　　四分位範囲は���

　一方

　　　　　標準偏差も��

　である。（平均，分散ともに���であるため）

　よって，��は誤り。

　　また，このとき

　　　　　 �4 ， �4 �はともに����

　であり，��のように削除できる観測値は存在しないため，�は誤り。

　　���個の観測値の� �4 �は小さい順に数えたときの����番目の数である。

　また，��個の観測値を削除して����個になったとき

　　　　　0�は����番目と����番目の観測値の平均

　であり，

　　　　　 �4 �は前半残り����個の観測値の中央値

　であるから，やはり����番目の数である。

　よって，��は正しい。

　　��のように観測値を削除すると，�削除する値がない場合も含めて�

　　　　　 �4 �がこのデータの最小値

　　　　　 �4 �がこのデータの最大値　　　　　

　となる。よって，��は正しい。

　以上より，
コ
� �と�

サ
� �が正しい記述である。
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�　グラフを読み取ればよい　
シ
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� 
�　���個のデータがあることから，小さい順に並べたときの

　　　　0��は����番目と����番目のデータの平均の値

　　　　 �4 �は���番目と���番目のデータの平均の値

　　　　 �4 �は����番目と����番目のデータの平均の値

　である。これらをヒストグラムから読み取ると

　　　　0��は������以上������未満の階級に属する

　　　　 �4 �は������以上������未満の階級に属する

　これと，

　　　　最小値が������以上������未満の階級に属する

　　　　最大値が������以上������未満の階級に属する

　以上を満たす箱ひげ図は
ス
� �である。

� 
�　女性の平均寿命の値を�\，男性の平均寿命の値を�[�とする。

　このとき，男女の平均寿命の差は�\�[�に対応する。�\ 
![�のため

　図���の直線は左から順に

　　　　\ [����，[��，[����，[��，[����

　と表せる。例えば，

　　　　　[�����\�[��

　の領域に属する�〇�の個数は

　　　　　����\�[��

　に属する�〇�の個数という意味である。

　これを数えると

　　　　　��個

　であるから，対応するヒストグラムは
セ
� �である。
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�　コインの表，裏が同様に確からしく出るものとして考える。

　このコインを���回投げたとき，少なくとも���回は表が出る確率�S�は
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　より，この記述は正しい。

�　赤球，白球の個数の組み合わせによって題意の確率は変わる。

　この記述は誤りである。

�　「い」と「ろ」のカードを取り出す場合の数は���通り

　　「い」と「は」のカードを取り出す場合の数は���通り

　　「ろ」と「は」のカードを取り出す場合の数は� ��  ��通り

　よって，題意の確率は
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　となるから，この記述は正しい。

�　事象�$：��体が「オモテ」と発言する

　　事象�%：コインを投げて表が出る

　とする。求める確率は，条件付き確率
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　よって，この記述は誤りである。
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�以下，表が出る場合を〇，裏が出る場合を�で表す。
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�　��回投げ終わって持ち点が����であるのは
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　持ち点が���であるのは
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� 
�　持ち点が���点になるとき，表が�D�回，裏が�E�回出るとする。

　このとき
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　ただし�N�は，N �，�，�，�，��のいずれかである。和をとると

　　　　　�D N

　D�が整数になるのは，N ��のときのみである。

　したがって，持ち点が���点になるのはコインを
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　である。

� 
�　��点で終わるということは，コインは���回投げられたはずである。

　このとき，� 
� �と同様に

　　　　�
 �D E �

 ��D E �

　を解いて，D �，E ��が得られる。

　これを書き出すと以下の����通りである。

　　　　��　〇〇〇��　　　　　��　〇〇�〇�　　　

　　　　��　〇〇��〇　　　　　��　〇�〇〇�　　　

　　　　��　〇�〇�〇　　　　　��　〇��〇〇

　　　　��　�〇〇〇�　　　　　��　�〇〇�〇

　　　　��　�〇�〇〇　　　�　����　��〇〇〇

　このうち，途中で���点になってゲームが終わってしまうのは，

　� 
� �によりはじめの���回で

　　　　　〇��　�〇�　��〇

　が起こってしまう場合で，それぞれ
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　である。したがって，求める確率は
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　である。したがって，求める条件付き確率は
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　　　　　�D�E �　となるのは　D �，E �

　　　　　�D�E �　となるのは　D �，E �

　　　　　�D�E �　となるのは　D �，E �

　　　　　�D�E �　となるのは　D �，E �

　　　　　�D�E �　となるのは　D �，E �

　　　　　�D�E �　となるのは　D �，E �
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　次に，)' �，$) ��，$* %* [�とおく。��点�%，'，)，*�が

同一円周上にあるから，方べきの定理により
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これにより
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が成り立つ。よって，方べきの定理の逆により

　　　　　��点�%，&，(，*�は同一円周上に存在する

ことが言えるため
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